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令和４・５・６年度 盛岡市教育委員会研究指定 中間発表

夢をもち、明るい未来を拓く生徒の育成
〜つながりと連続性を意識した学びを通して〜

盛岡市立下橋中学校
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Ⅰ 研究主題

夢をもち、明るい未来を拓く生徒の育成
〜つながりと連続性を意識した学びを通して〜
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Ⅱ 主題設定の理由

予測不能で激変する社会や地球環境となること
が考えられる中で、持続可能な明るい未来を目指
し、人間らしさや自分らしさを大切にしながらた
くましく生きる生徒の育成が必要であると考えた
ため。
(資料参照：OECDラーニングコンパス2030「学びの羅針盤」) 

夢をもち、明るい未来を拓く生徒の育成
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Ⅱ 主題設定の理由

「つながり」を意識した学び
・生徒に学びが地域や社会と関連していることに
気づかせることで、主体的な学びを促す。
・環境、復興、先人、ＮＩＥ、ＳＤＧｓ、各教科
の学びの関連、教科の系統性などを意識する。

〜つながりと連続性を意識した学びを通して〜
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Ⅱ 主題設定の理由

「連続性」を意識した学び
教科の具体的な実践の他に、本校の特色ある取
組などとの関連を図った研究の積み重ねを大切に
しながら、今後求められる課題解決についても対
応した学びをデザインする。

〜つながりと連続性を意識した学びを通して〜
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Ⅲ 研究の目標

主題に迫るためのプロセス（目指す生徒像）
①学校での学びと地域や社会とのつながりを実感する
②地域や社会の問題に気づき、解決しようとする
③問題を解決するために課題を設定する
④課題を達成するために学校での学びをもとに実践する
⑤実践を振り返り、明るい未来を拓くために再度行動する
※つながりと連続性を意識した学びを積み重ねることで、主題に迫る
ことができると考える。

夢をもち、明るい未来を拓く生徒の育成
〜つながりと連続性を意識した学びを通して〜
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Ⅳ 目指す生徒の姿
【学校教育目標】切磋琢磨し、誠実に生きる生徒

・意欲をもって主体的に学び、創意工夫する生徒＜知＞
・強い意志と思いやりをもち、共に生きる生徒 ＜徳＞
・自他を大切にし、心身を鍛えるたくましい生徒＜体＞
・夢や希望をもち、郷土・社会に貢献する生徒 ＜夢＞
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Ⅴ 本校生徒の様子
全国学調の質問紙の結果
○県平均以上
・将来の夢や希望をもっている
・自分には、よいところがあると思う
・学校の授業以外の学習時間
・新聞を読んでいる
・授業でのＩＣＴ機器の使用
・話合い活動で考えを深め、広げる
・学んだことを生かしてまとめる
・分かった点、分からなかった点を次の学習につなげる
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Ⅴ 本校生徒の様子
全国学調の質問紙の結果
●県平均以下
・人が困っているときに進んで助ける
・自分と違う意見について考えることが楽しい
・地域の行事への参加
・地域や社会をよくするために何かしてみたい
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Ⅵ 研究の基本的な考え方

１ 全職員で共通理解し、同じ視点をもち、足並み
をそろえて進める。

２ すぐに結果が出なくとも継続することで身に付
けられる力の育成(振り返り、ＮＩＥなど)。

３ 本校で受け継がれてきた研究内容を大切にしな
がら持続可能な研究を行っていく。

４ 同教科ではもちろん、異なる教科でも互見授業
を行い、いつでも見合い、高め合う。
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Ⅶ 研究の実践 １ これまでの本校の研究
○平成24年度 学校公開
・主体的なノートづくり（吹き出しの活用）
・４段階の学習過程

○平成28年度 学校公開
・振り返り、リフレクション

○令和２年度 学校公開（紀要のみ作成）
・ＳＤＧｓ、３観点の評価に基づいた通知表 
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Ⅶ 研究の実践 ２ 具体的な研究実践【連続性】
内 容 具体的な取り組み

(１) 教科における見方・考え方を働かせた授
業の充実

・学習指導要領に基づいた指導力向上に向けた実践

(２) 指導と評価の一体化を図る ・単元配列表、年間学習計画表、具体的な評価内容
・評価内容を生徒や保護者へ開示(学習のてびき)
・単元ごとの評価を示した通知表

(３) ４段階の学習過程を基本とした授業展開 ①課題・見通し ②自力思考・探究
③協働思考・深化 ④学習整理

(４) 小中連携で取り組む板書スタイル 課題･･･青囲み まとめ･･･赤囲み
(生徒のノートも同じ色)

(５) 探究的な学びを導く課題設定 ・生徒が意欲的、主体的に取り組める課題の設定
・教科の「見方・考え方」を使って課題を見いだす
・発展的な学びを引き出す課題の設定
・すべての授業で学習課題を設定する

(６) 授業の「見通し」を示す ・授業のはじめに本時の内容や見通しを生徒に示す
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Ⅶ 研究の実践 ２ 具体的な研究実践【連続性】
内 容 具体的な取り組み

(７) 主体的な「ノートづくり」の指導 ・板書以外に自分なりに学んだことを、吹き出しを
活用して記入させる

・生徒の思考を可視化し、見取る手立てとする
・参考にさせたいノートを掲示する

(８) 「振り返り・ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ」の重視
・振り返り：授業の終わり5分
・リフレクション：単元の終わり

・単位時間の終わり５分に「振り返り」を行う
・単元の終わりにリフレクションを行う
・振り返りやリフレクションを活用し次に生かす

(９) 学習者中心のＩＣＴ活用 ・文房具のように活用しながら学習の質を高める
・効果的な活用方法を学び合う

(10) 特別の教科道徳の充実 ・担任・副担任によるローテーション授業の実施
・リフレクションシートの活用
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Ⅶ 研究の実践 ２ 具体的な研究実践【つながり】
内 容 具体的な取り組み

(11) 環境学習を柱としたＳＨＥＬ学習の充実 ・３年間を通した系統的な学習を行う
・ＳＤＧｓや「いわての教え」との関連を図る

(12) 復興教育の推進 ・「いわての教え」の実践研究
・小中連携、地域との関わり

(13) ＳＤＧｓの取組 ・持続可能な未来をつくり出す力を育てる
・ＳＤＧｓを身近な学校生活と関連付けるためにＳ
ＤＧｓ一覧表を参考に取り組む

・指導者が学習内容とＳＤＧｓとの関連を意識する
ため、年間指導計画にＳＤＧｓマーク表示

・生徒が学習とＳＤＧｓとの関連を感じながら学ぶ
ことができるよう、授業時に黒板にマーク掲示

・ＳＨＥＬ学習や道徳、生徒会活動(委員会活動)、
ＮＩＥなどでも関連付けて取り組むための工夫
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Ⅶ 研究の実践 ２ 具体的な研究実践【つながり】
内 容 具体的な取り組み

(14) ＮＩＥの取組 ・新聞を読むことを通して読解力をつけるとともに
社会とのつながりを感じ取らせる

・各月１週間を「ＮＩＥ週間」とする
・ＮＩＥシートにまとめさせる(３年間使用する)
・シートは掲示後、個人ファイルに綴じる
・授業でも新聞を積極的に活用する

(15) 先人教育 ・10月の朝読書期間を先人読書週間とする
・本校卒業生の業績を理解させ、誇りをもたせる
・三年間を見通した「盛岡の先人」の活用
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Ⅶ 研究の実践 ３ 校内研・教科部会等
月日 教科 内容等

4月5日 全教科 教科部会・研究班会議
4月27日 数学 本校研究基本スタイル授業参観と研究会
6月13日 音楽 教科研究会
6月15日 数学 教科研究会
8月17日 全教科 教科部会・研究班会議
8月23日 社会 教科研究会
8月29日 英語 教科研究会
9月6日 国語 全体校内研究会
11月1日 技術 教科研究会
11月15日 理科 全体校内研究会
1月10日 全教科 教科部会・研究班会議
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Ⅷ 今年度の重点

１ 単元構想の工夫
(1) 日常生活(環境、SDGs、復興、各教科など)と単元内容を関連させた単元全体の課題設定
(2) 全教科一覧となった年間学習計画の作成
(3) 単元の構想をまとめた新たな学習指導案のスタイルの検討

２ 「ノート」と「ＩＣＴ」の効果的な活用
(1) 「ノート」と「ＩＣＴ」の併用
(2) ノートの書き方指導、吹き出しの活用、ノート掲示
(3) 板書の在り方
(4) 学習履歴の蓄積、活用

３ 「振り返り」「リフレクション」の活用
(1) 振り返りシートの研究
(2) レポート(プレゼン)による評価の研究
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Ⅷ 今年度の重点 １ 単元構想の工夫

(1) 日常生活(環境、SDGs、復興、各教科など)と
単元内容を関連させた単元全体の課題設定

実践例
国語科 第２学年「モアイは語る−地球の未来」

生徒自らの手で単元の学習課題を設定し、
生徒を主体とした単元構想を行う
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実践例 国語科 第２学年「モアイは語る−地球の未来」
生徒自らの手で単元の学習課題を設定し、生徒を主体とした単元構想を行う

６ 本時について 

（１）学習⽬標 
態：多様な視点で根拠や具体例を予想し、主体的に考えようとしている。 

（２）展開 
学習 
過程 

学習内容・学習活動 ■指導上の留意点 ◎評価 

課題 
・ 

⾒通し 
10分 

 

 
１ 導⼊ 

・モアイやイースター島について知っていることを 
挙げる。 

 
２ 学習⽬標の確認 
 
 
３ 本時の⾒通し 
 

 
■写真などを⽰し、イメージしやす
くする。 

 
⾃⼒ 
思考 
・ 
探究 
15 分 

  

 
４ 予想 

・題名と主張から根拠や具体例を考える。 
 
 

 
■教科書に挙げられている情報や、
考えるために必要な情報を⽰す。 
態①観察 
・ここでは、根拠や具体例を挙げ 

る際に、様々な視点から考えよ 
うとしているかを確認する。 

協働 
思考 
・ 

深化 
20分 

 

 
５ 協働思考 

・挙げられた根拠が、題名と主張への筋が通っているか 
全体で考える。 

 
６ 通読 

・本⽂を読む。 
 
 
７ 深化 

・本単元での学習課題について考える。 

 
■「よりふさわしい根拠」という視点
を⽰す。 
 
 
■通読する際に、⾃分たちの根拠と
⽐較したり、その後、学習課題を考え
たりすることについて伝える。 
 
■課題がなかなか出てこない場合
は、既習事項を想起させる。 

 

学習 
整理 
５分 

８ 学習のまとめと次時の⾒通し 
・単元の⾒通しをもち、次時からの学習課題を確認する。 
 
  〇⽂章の構成を明らかにする。 
  〇適切な根拠とはどのようなものか考える。 
 

 

 

単元の学習課題を考えよう 

・学習経験を基に、この単元で何を学
ぶことができるのかについて様々な
視点から考えることができた。
（経済、宗教、大陸との交易→社会
自然環境→理科 食糧問題、環境問
題→ＳＨＥＬ学習）

・生徒自らの手で単元の課題を設定す
る授業を通して、本単元の学習と身
の回りの様々なこととのつながりを
実感し、単元の学習への意欲を高め
ることができた。

国語科学習指導案 
松井端 望 

１ 対象・日時 2 年 1 組 令和 5 年 9 ⽉ 6 ⽇（⽔） 5 校時 
 
２ 単元名 モアイは語る―地球の未来 
 
３ 本単元で育成したい資質・能力（評価規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①意⾒と根拠の関係について理解

し、より適切な根拠の在り⽅につ
いて理解している。（（２）ア） 

 

①問い・答え・根拠などに着⽬し、
⽂章の構成や論理の展開につい
て理解している。（C（１）エ） 

②⽂章を読んで理解したことや考
えたことを知識や経験と結び付
け、⾃分の考えを広げたり深めた
りしている。（C（１）オ） 

③根拠の適切さを考えて説明や具
体例を加えて、⾃分の考えが伝わ
る⽂章になるように⼯夫してい
る。（B（１）ウ） 

①多様な視点で根拠や具体例を予
想し、主体的に考えようとしてい
る。 

②⽂章を読んで理解したことや考
えたことを実⽣活に結び付け、⾃
分の考えを広げようとしている。 

③根拠の適切さついて、客観的な視
点や科学的な視点など適切な根
拠を⽤いて⾃分の考えが伝わる
⽂章にしようとしている。 

 
４ 本校の研究との関わり 

⽣徒はこれまで、学んだことだけでなく「どのように学ぶか」という学びのプロセスを⼤切にしながら授業や
振り返りを⾏ってきた。説明的⽂章を読む際の学習の仕⽅についてのアンケートでも、多くの⽣徒が⾃分なりの
学習の視点を持っていることがわかった。本校研究主題「夢をもち、明るい未来を拓く⽣徒の育成〜つながりと
連続性を意識した学びを通して〜」に関わり、単元導⼊時に教科横断的な視点（つながり）や、既習事項を想起
（連続性）しながら、⽣徒⾃らの⼿で学習課題を設定し、⽣徒を主体とした単元構想を⾏っていく。また、題名
と筆者の主張から、主張を⽀える根拠を多様な視点で予想をたてることで、謎解きのような楽しみ⽅を通して本
単元への関⼼・意欲を⾼め、主体的に学習に臨む姿勢を養いたい。さらに、筆者の主張に対する⾃分の考えを明
らかにすることで、⾃分たちの⾝の回りに起こりうる⾷糧危機や環境問題に⽬を向け、明るい未来を拓こうとす
る考え⽅や態度を⾼めさせたい。 
 
５ 単元計画（※単元構想） 

次 時 ねらい・学習活動 評価規準・評価⽅法等 
知 思 態 

１ １ 
本
時 

（モアイは語る―地球の未来） 
〇題名と主張から根拠を予想する。 
〇単元を⾒通し、学習課題を設定する。 

  態①観察 

２ 〇問いと答えに着⽬し、本⽂の構成を理解する。  思①シート  
３ 〇主張を⽀える根拠の適切さについて考える。 知①シート   
４ 〇筆者の考えに対する、⾃分の考えをまとめる。  思②シート 態②観察 

２ １ （根拠の適切さを考えて書こう） 
〇社会⽣活の中から課題を決め、観点ごとに⻑所と短所を 
整理する。 

   

２ 〇課題に対する⽴場を決め、主張と根拠を明確にする。 
〇反論を予想し、反論に対する意⾒を考える。 

知①シート   

３ 〇下書き・推敲を⾏い、意⾒⽂を書く。  思③シート 態③観察 
４ 〇意⾒⽂を読み合い、根拠の適切さによる説得⼒について話

し合う。 
   

 
 

19

Ⅷ 今年度の重点 １ 単元構想の工夫

(2) 全教科一覧となった年間学習計画の作成

・教科間のつながりを確認す
るために作成

・単元名だけでは分かりにく
く、ＳＤＧｓマークやキー
ワードを入れるなど検討し
ながら作成中
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Ⅷ 今年度の重点 １ 単元構想の工夫

(3) 単元の構想をまとめた新たな学習指導案のスタイルの検討

中学校第○学年 ○科 学習構想案 (2023.11.21 の案) 
日 時  令和○年○月〇日（〇） 
対 象  ○年○組 ○名 
指導者  〇〇 〇〇 

１ 単元名（題材名、主題名） 
第 1分野 (2) 身の回りの物質 (ｲ) 水溶液 

 
２ 単元の目標 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 
身の回りの物質の性質や変化に着

目しながら、水溶液についての基本
的な概念や原理・法則などを理解す
るとともに、それらの観察、実験など
に関する技能を身に付けること。 

水溶液について、問題を見いだし
見通しをもって観察、実験などを行
い、物質の性質や状態変化における
規則性を見いだして表現すること。 

水溶液に関する事物・現象に進ん
で関わり、科学的に探究しようとす
る態度を養うこと。  
 
 

 
３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
身の回りの物質の性質や変化に着

目しながら、水溶液についての基本
的な概念や原理・法則などを理解し
ているとともに、科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関す
る基本操作や記録などの基本的な技
能を身に付けている。 

水溶液について、問題を見いだし
見通しをもって観察、実験などを行
い、物質の性質や状態変化における
規則性を見いだして表現しているな
ど、科学的に探究している。 

水溶液に関する事物・現象に進ん
で関わり、見通しをもったり振り返
ったりするなど、科学的に探究しよ
うとしている。 
 
 
 

 
４ 本校の研究との関わり「夢をもち、明るい未来を拓く生徒の育成〜つながりと連続性を意識した学びを通して〜」 

生徒の実態 単元終了時の生徒の姿（単元のゴールの姿・期待される姿） 

・理科の学習に意欲的である。 
・理科や科学技術に関する職業に就きたい割合が低い。 
・物質の水への溶解について誤概念（質量保存、粒子モデ
ル）を持つ生徒が一定数いる。 

水溶液についての基本的な概念や原理・法則などを
理解することに加え、物質の水への溶解がどのように
日常生活の中で利用されているのか関連付けて考えよ
うとする生徒 

本単元で働かせる見方･考え方 

身の回りの物質の性質や変化に着目し、粒子のモデ
ルと関連付けて捉える。 

理科における「夢をもち、明るい未来を拓く生徒」の姿 

・自然の事物･現象に進んで関わり、自らの学びを振り返り、学んだことをさらに深めようとする生徒 
・身の回りの生活から問題を見いだし、課題を設定し、解決しようとする生徒 

つ
な
が
り 

・単元全体の課題を、生徒の日常生活での疑問をもとに設定する。 
・単元の学びが身の回りにある飲料水などの濃度とのつながることを実感させる。 
・第１学年「状態変化」、第２学年「原子･分子」、第３学年「イオン」への学びにつなげる。 
・ＳＤＧｓ９番「産業と技術革新の基盤をつくろう」とのつながりを学びの中で気づかせる。 
 

 

連
続
性 

・ロイロノートの回答共有機能を用いることで、実験結果の比較や意見の交流に活用する。 
・振り返りシートにノートの内容を添付し、学習履歴の蓄積・活用を図る。 
・単元の終末では、物質の水への溶解が、日常生活にどのように利用されているのか考えをまとめさせる。 
 

 
５ 指導の構想 

本時の目標 

 水とエタノールを混ぜたとき、質量と体積の大きさの関係について、粒子のモデルを用いながら考察し、説明す
ることができる。 

十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への指導の手立て 
粒⼦モデルを活⽤し、⽔とエタノールを混ぜたときの
質量と体積の⼤きさの関係について、粒⼦の数や粒⼦ど
うしの隙間に注⽬しながら、正しく説明している。 

質量と体積の⼤きさの関係について振り返りを⾏
い、それぞれの理由について粒⼦のモデルを⽤いなが
ら考察できるように助⾔・指導する。 

・単元を通して、水溶液中の物質の存在や粒子の振る舞いについて、粒子のモデルと関連付けて理解させたい。 
・単元の導入では、すべての物質は粒子の集合体であることを自覚させるため、粒子モデルを活用し、質量や体積
の関係にふれながら、物質の水への溶解を微視的に捉えさせたい。 

・前時までに物質は全て粒子からできていることを学んでいる。 
・本時では、水とエタノールを混ぜたときに質量が変化しないことは粒子の数が変わらないため、体積が減少する
のは大きい粒子のすき間に小さい粒子が入るため、ということを粒子のモデルを用いて説明させたい。 

 

 

７ 資料、配付シート、板書計画など 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

指導案集の場合は
日時カット 

箇条書きで記入し、表
などは４ページ目に載
せる 

研究の「つながり」にあ
たる内容について記載 

研究の「連続性」にあた
る内容について記載 

単元や本時をどのよう
に指導者が設計し、資
質･能力を育成するた
めにどのような手立て
を組んでいるのか等 

生徒への質問紙の結果、本時で使うシート、振り
返りシート、板書計画などを資料として記載する。 

タイトル ＭＳゴシック 
本文   ＭＳ明朝 
ポイント 10.5 pt 
行間 「固定」12pt 
１，４ページはＡ４縦 
２，３ページはＡ３横 
１文字英数字は全角 
２文字英数字は半角 

各教科の「見方･考え方」
を参考にする。 

教科部会で作成 
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中学校第○学年 ○科 学習構想案 (2023.11.21 の案) 
日 時  令和○年○月〇日（〇） 
対 象  ○年○組 ○名 
指導者  〇〇 〇〇 

１ 単元名（題材名、主題名） 
第 1分野 (2) 身の回りの物質 (ｲ) 水溶液 

 
２ 単元の目標 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 
身の回りの物質の性質や変化に着

目しながら、水溶液についての基本
的な概念や原理・法則などを理解す
るとともに、それらの観察、実験など
に関する技能を身に付けること。 

水溶液について、問題を見いだし
見通しをもって観察、実験などを行
い、物質の性質や状態変化における
規則性を見いだして表現すること。 

水溶液に関する事物・現象に進ん
で関わり、科学的に探究しようとす
る態度を養うこと。  
 
 

 
３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
身の回りの物質の性質や変化に着

目しながら、水溶液についての基本
的な概念や原理・法則などを理解し
ているとともに、科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関す
る基本操作や記録などの基本的な技
能を身に付けている。 

水溶液について、問題を見いだし
見通しをもって観察、実験などを行
い、物質の性質や状態変化における
規則性を見いだして表現しているな
ど、科学的に探究している。 

水溶液に関する事物・現象に進ん
で関わり、見通しをもったり振り返
ったりするなど、科学的に探究しよ
うとしている。 
 
 
 

 
４ 本校の研究との関わり「夢をもち、明るい未来を拓く生徒の育成〜つながりと連続性を意識した学びを通して〜」 

生徒の実態 単元終了時の生徒の姿（単元のゴールの姿・期待される姿） 

・理科の学習に意欲的である。 
・理科や科学技術に関する職業に就きたい割合が低い。 
・物質の水への溶解について誤概念（質量保存、粒子モデ
ル）を持つ生徒が一定数いる。 

水溶液についての基本的な概念や原理・法則などを
理解することに加え、物質の水への溶解がどのように
日常生活の中で利用されているのか関連付けて考えよ
うとする生徒 

本単元で働かせる見方･考え方 

身の回りの物質の性質や変化に着目し、粒子のモデ
ルと関連付けて捉える。 

理科における「夢をもち、明るい未来を拓く生徒」の姿 

・自然の事物･現象に進んで関わり、自らの学びを振り返り、学んだことをさらに深めようとする生徒 
・身の回りの生活から問題を見いだし、課題を設定し、解決しようとする生徒 

つ
な
が
り 

・単元全体の課題を、生徒の日常生活での疑問をもとに設定する。 
・単元の学びが身の回りにある飲料水などの濃度とのつながることを実感させる。 
・第１学年「状態変化」、第２学年「原子･分子」、第３学年「イオン」への学びにつなげる。 
・ＳＤＧｓ９番「産業と技術革新の基盤をつくろう」とのつながりを学びの中で気づかせる。 
 

 

連
続
性 

・ロイロノートの回答共有機能を用いることで、実験結果の比較や意見の交流に活用する。 
・振り返りシートにノートの内容を添付し、学習履歴の蓄積・活用を図る。 
・単元の終末では、物質の水への溶解が、日常生活にどのように利用されているのか考えをまとめさせる。 
 

 
５ 指導の構想 

本時の目標 

 水とエタノールを混ぜたとき、質量と体積の大きさの関係について、粒子のモデルを用いながら考察し、説明す
ることができる。 

十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への指導の手立て 
粒⼦モデルを活⽤し、⽔とエタノールを混ぜたときの
質量と体積の⼤きさの関係について、粒⼦の数や粒⼦ど
うしの隙間に注⽬しながら、正しく説明している。 

質量と体積の⼤きさの関係について振り返りを⾏
い、それぞれの理由について粒⼦のモデルを⽤いなが
ら考察できるように助⾔・指導する。 

・単元を通して、水溶液中の物質の存在や粒子の振る舞いについて、粒子のモデルと関連付けて理解させたい。 
・単元の導入では、すべての物質は粒子の集合体であることを自覚させるため、粒子モデルを活用し、質量や体積
の関係にふれながら、物質の水への溶解を微視的に捉えさせたい。 

・前時までに物質は全て粒子からできていることを学んでいる。 
・本時では、水とエタノールを混ぜたときに質量が変化しないことは粒子の数が変わらないため、体積が減少する
のは大きい粒子のすき間に小さい粒子が入るため、ということを粒子のモデルを用いて説明させたい。 

 

 

７ 資料、配付シート、板書計画など 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

指導案集の場合は
日時カット 

箇条書きで記入し、表
などは４ページ目に載
せる 

研究の「つながり」にあ
たる内容について記載 

研究の「連続性」にあた
る内容について記載 

単元や本時をどのよう
に指導者が設計し、資
質･能力を育成するた
めにどのような手立て
を組んでいるのか等 

生徒への質問紙の結果、本時で使うシート、振り
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各教科の「見方･考え方」
を参考にする。 

教科部会で作成 
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６ 単元計画

 

時 ねらい 学習課題 主な学習活動 評価 

１ 

・氷砂糖を水にとかす実験を
行い、とけた物質はどのよ
うになっているのか考える
ことができるようにする。 

 

・氷砂糖を水に溶かす実験を通して、水の中の氷砂糖の状態や濃さについて考える 
・粒子モデルを用いて、水溶液中の粒子の状態について可視化しながら考える。 

 
 
 
 

２ 
本
時 

・水とエタノールを混ぜたと
き、質量と体積の大きさの
関係について、粒子のモデ
ルを用いながら考察し、説
明することができるように
する。 

 
 

課題・見通し（５分） 自力思考・探究（15 分） 協働思考・深化（20 分） 学習整理（10 分） 
① 前時の想起 
水溶液中の溶質のようすについて粒子モ

デルを用いて振り返る。 
② 課題の設定 
 
 
 
 
 
③ 本時の見通し 
 本時の学習の見通しをもつ。 

 

④ 予想・仮説 
質量と体積の大きさがどうなるか予想する。 
⑤ 実験Ⅰ 
水とエタノールを混ぜたとき、質量と体積の大

きさを調べる。 
⑥ 考察Ⅰ 
ICＴを活用し、粒子モデルを用いながら、実験

の結果から気づくことを考察する（個人）。 

⑦ 考察Ⅰ 
個人の考えをグループで共有し、クラス全体で発

表する。 
⑧ 実験Ⅱ 
粒の大きさが異なる２種類の実物モデルを用い

て、物質をまぜたとききの質量と体積の大きさを調
べる。 
⑨ 考察Ⅱ 
粒子の大きさや粒と粒の隙間に気づき、質量と体

積の大きさについて、再度考察する。 

⑩ まとめ 
（生徒の記入例）水もエタノールも小さな粒が
集まっており、粒の数は混ぜても変わらないた
め質量は変わらない。しかし、体積は粒どうしの
隙間があるため、混ぜると小さくなる。 
 
 
 
 
 
⑪ 振り返り 
本時の学習について振り返る。 

３ 

・実験により濃さの違いを見
いださせ、その違いを粒子
のモデルで表して説明する
ことができるようにする。 

 ・異なる濃度の水溶液をつくり、溶液中の溶質について、粒子モデルで考える 
・学習課題に対するまとめを行い、本時の学習について振り返る。 

 

４ 

・粒子モデルを活用し、濃さ
を質量パーセント濃度で表
すことができるようにす
る。 

 ・粒子モデルを活用し、水溶液中の粒子の数に注目して考える。 
・様々な水溶液の質量パーセント濃度について、演習問題に取り組む。 

 

５ 

・食塩と硝酸カリウムをそれ
ぞれ水に溶かし、溶けやす
さの違いを比べて、溶ける
量には限界があることを説
明できるようにする。 

 ・食塩と硝酸カリウムを水に溶かす実験を通して、水の体積と温度による条件を調べる。 
・水への溶けやすさの違いについて、溶ける量には限界があることを考察する。 
 

 

６ 
・
７ 

・水溶液の中から溶質を取り
出す方法を考え、計画を立
てて主体的に実験すること
ができるようにする。 

 ・物が水に溶ける量には限度があるという性質を利用して溶質を取り出す方法ついて考察する。 
・計画に沿って実験を行い、結果から考察する。 
・学習課題に対するまとめを行い、本時の学習について振り返る。 

 

８ 

・溶解度曲線を読み取り、食
塩が再結晶では取り出しに
くいことを判断できるよう
にする。 

 ・溶解度曲線から、水にとける物質の限界について考え、再結晶の考え方を知る。 
・学習課題に対するまとめを行い、本時の学習について振り返る。 

 

９ 
・水溶液に関する探求の課程
を振り返ることができるよ
うにする。 

 ・単元の学びを振り返り、何ができるようになったか、学んだことがどのようなことにつながるのか考
える。 

 

 

氷砂糖を水に溶かしたとき、溶けた物質
はどのようになっているのか 

水溶液の濃さの違いを粒子のモデルで表
そう 

濃さを割合の考えを利用して数値で表そ
う 

物質が水に溶ける量と水の温度にはどの
ような関係があるのか 

硝酸カリウム水溶液からとけている物質
を取り出そう 

食塩を再結晶させても取り出しにくい理
由を説明しよう 

水とエタノールを混ぜたとき、質量と体
積の大きさはどうなるか。その理由を説
明しよう 

 
【思】粒⼦のモデルを⽤いて⽔溶液の質量と
体積の⼤きさを説明することができる〔発
⾔、ノート記述〕 

 

単元のリフレクションをしよう 

数時間のまとまりで評
価をする場合はテキス
トボックスを大きくす
る 

基本的な形式。教科によって項目が変更
する場合もあり 

2 3 

【知】溶質、溶媒、溶液について理解し
ている〔ノート記述〕 
 

【思】水溶液の
濃さを粒子の
モデルで表す
ことができる
〔発言、ノート
記述〕 
 

【知】濃さを割
合の考えを利用
して、質量パー
セント濃度で表
すことができる
〔ノート記述〕 
 

【知】水に溶ける物質の質量は温度や水の
質量と関係していることを見いだして、理
解している〔発言、ノート記述〕 
 

【態】実験計画を立てて、主体的に実験を
しようとしている〔行動観察〕 
 

【思】溶解度曲線を読みとり、その物質が
再結晶で取り出しやすいか判断すること
ができる〔ノート記述〕 
 

【態】水溶液に関する探求の課程を振り返
っている〔振り返りシート記述〕 

・Ａ３表裏１枚（４ページ）にまとめる
・単元計画の中に本時の展開を入れる（見開き）

21

Ⅷ 今年度の重点 ２ 「ノート」と「ＩＣＴ」の効果的な活用

(1) 「ノート」と「ＩＣＴ」の併用

・ＩＣＴを文房具として使えるようにするため、使用場
面を意図的に増やす
授業での意見交流、行事の振り返り、生徒会活動･･･

・「ノート」と「ＩＣＴ」を生徒が選択できる授業
生徒が選ぶことができるような授業デザイン

・授業者が意図を持って「ノート」と「ＩＣＴ」を使い
分けさせる
「ノート」→自由な発想を求めるとき
「ＩＣＴ」→考えをまとめる・記述する・発表する

22
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Ⅷ 今年度の重点 ２ 「ノート」と「ＩＣＴ」の効果的な活用

(2) ノートの書き方指導、吹き出しの活用、ノート掲示

・板書以外に自分なりに学んだことを、吹き出しを
活用して記入させる

・生徒の思考を可視化し、見取る手立てとする
・参考にさせたいノート（デジタルノート含む）を
掲示する

23

Ⅷ 今年度の重点 ２ 「ノート」と「ＩＣＴ」の効果的な活用

(3) 板書の在り方

・黒板に板書する内容
・テレビやスクリーンを使用して見せる内容
・生徒のタブレットに画面配信をする内容

24
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Ⅷ 今年度の重点 ２ 「ノート」と「ＩＣＴ」の効果的な活用

(4) 学習履歴の蓄積、活用

・振り返りシートに学習内容のノートやシートを添付
・eライブラリやデジタルワークでの課題

25

Ⅷ 今年度の重点 ３ 「振り返り」「リフレクション」の活用

(1) 振り返りシートの研究（全教科で入れたい内容）

・単元の目標や評価規準
・単元(題材)を通して思考の変化や流れが分かる構成
・学習したシートの蓄積
・記述の視点

学びの過程や成果
他教科や身の回りのこととのつながり
学びに向かう姿勢 等

26
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Ⅷ 今年度の重点 ３ 「振り返り」「リフレクション」の活用

(2) レポート(プレゼン)による評価の研究

・単元内容の確認
【知識・技能】

・キーワードなどを使用して単元の内容を説明
【思考・判断・表現】

・単元の学習に臨む姿勢、身の回りのこととのつながり
【主体的に学習に取り組む態度】

27

Ⅸ 今年度の成果と課題

１ 成果

・これまでの研究を再確認しながら、新たな取組を実践す
ることができた。

・年間学習計画や新しい学習指導案のスタイルをある程度
形にすることができた。

28
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Ⅸ 今年度の成果と課題

２ 課題

・研究主題に迫るための手立てや副題の捉え方に不明瞭さ
があったため、さらに整理する必要がある。

・今年度の重点として取り組んだ実践をさらに継続し、有
効性を検証する必要がある。
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